
平成20年8月1日 （6）第94号

　三田市のさまざまな行政課題を解決するためには、多様な情報を得る必要があります。常任委員会では、全国の自
治体が行なっている先進的な事例を視察し、直接現地で担当者から実際的な情報を得て、三田市政に役立てています。

市民の理解と協力が不可欠
ご み 減 量

経営改革にいかす
市 民 病 院

市民目線で行革を検証
行 財 政 改 革

都
市
環
境
常
任
委
員
会

＊ご意見・ご感想をお寄せ下さい＊
TEL：079-559-5162（直通） 　FAX：079-564-2992　E-mail：gikai_u@city.sanda.lg.jp

常任委員会視察レポート

議
会
か
ら

お
し
ら
せ
で
す

永
年
勤
続
表
彰
（
15
年
表
彰
）

　

５
月
28
日
、
全
国
市
議
会
議
長
会
会
長

か
ら
、
次
の
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
月　

勝　
　

議
員
（
清
風
会
）

　

國
永　

紀
子　

議
員（
日
本
共
産
党
）

　

次
回
の
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
行

う
予
定
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

８
月
20
日　

本
会
議
第
１
日

　

市
長
の
議
案
提
案
理
由
説
明

８
月
21
日　

正
午

　

請
願
書
・
陳
情
書
し
め
き
り

８
月
28
日　

本
会
議
第
２
日

　

議
員
に
よ
る
質
問

８
月
29
日　

本
会
議
第
３
日

　

議
員
に
よ
る
質
問

９
月
１
日
～
３
日　

常
任
委
員
会

　

議
案
の
審
査

９
月
１
日
～
５
日　

決
算
特
別
委
員
会

　

19
年
度
の
決
算
審
査

９
月
12
日　

本
会
議
第
４
日

　

議
案
な
ど
の
表
決
・
閉
会

　

な
お
、
９
月
会
期
中
に
、
平
成
19
年

度
各
会
計
決
算
審
査
を
行
う
予
定
で
す
。

　

本
会
議
及
び
常
任
委
員
会
は
、
市
役

所
本
庁
舎
２
階
の
議
場
・
議
会
会
議
室
、

決
算
特
別
委
員
会
は
西
３
号
庁
舎（
旧
市

民
会
館
）
３
階
大
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

　

目
の
不
自
由
な
方
に
も
、
議
会
の
活

動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
「
声
の
議

会
だ
よ
り
」
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
議
会
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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９
月
定
例
会
の
予
定

声
の
議
会
だ
よ
り
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

生
活
文
教
常
任
委
員
会

企
画
総
務
常
任
委
員
会

（
５
月
19
日
〜
５
月
20
日
）

■
視 

察 

先　

東
京
都
八
王
子
市

■
視
察
目
的　

家
庭
ご
み
の
有
料
化

　

平
成
13
年
に
東
京
都
内
26
市
で
運
営
す

る
最
終
処
分
場
が
10
年
後
に
満
杯
に
な
る

恐
れ
が
あ
り
、
市
長
会
で
ご
み
有
料
化
導

入
の
申
し
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
八
王
子
市

で
は
、
16
年
に
有
料
化
を
実
施
し
、
同
時

に
戸
別
収
集
と
資
源
物
回
収
の
拡
充
を
し
、

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を
行
っ
た
。
ご

み
有
料
化
は
、
指
定
袋
40
ℓ
用
１
枚
75
円

で
実
施
、
当
初
一
月
で
40
％
削
減
さ
れ
た

が
、
現
在
は
27
・
５
％
で
あ
る
。
ご
み
有

料
化
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
実
施
ま
で
に

約
２
、３
０
０
回
以
上
の
住
民
説
明
会
を
実

施
す
る
な
ど
、
か
な
り
の
回
数
で
有
料
化
制

度
の
理
解
を
求
め
る
努
力
を
さ
れ
て
い
た
。

　

三
田
市
で
も
、
ご
み
の
有
料
化
が
検
討

さ
れ
て
い
る
が
、
市
民
の
負
担
を
増
や
し
て

も
減
量
化
に
成
功
す
る
と
は
限
ら
な
い
こ

と
は
八
王
子
市
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

ご
み
の
減
量
化
を
進
め
る
た
め
に
、
市
民

の
同
意
と
協
力
を
得
る
こ
と
に
力
を
入
れ

る
べ
き
で
あ
る
。

■
視 

察 

先　

神
奈
川
県
大
和
市

■
視
察
目
的　

家
庭
系
ご
み
の
減
量
化
・

　
　
　
　
　
　

 

資
源
化
の
推
進

　

大
和
市
で
は
、
ご
み
半
減
化
計
画
を
策

定
し
た
が
、
家
庭
系
ご
み
の
減
量
化
は
進

ま
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
18
年
４
月
か
ら

の
家
庭
ご
み
有
料
化
導
入
を
発
表
。
し
か

し
、
市
民
へ
の
周
知
不
足
も
あ
り
、
導
入

を
３
ケ
月
遅
ら
せ
、
18
年
７
月
か
ら
家
庭

系
有
料
指
定
ご
み
袋
を
導
入
。
戸
別
収
集
、

資
源
分
別
回
収
の
拡
充
を
実
施
し
た
。
40

ℓ
用
１
枚
80
円
で
実
施
、
導
入
後
１
年
間

で
33
％
削
減
さ
れ
た
。
有
料
化
導
入
が
決

ま
っ
て
か
ら
、
市
民
に
有
料
化
制
度
の
理

解
を
求
め
る
た
め
、
２
８
０
回
以
上
の
説

明
会
を
実
施
し
た
。

　

三
田
市
の
状
況
は
、
県
下
で
有
料
化
導

入
し
て
い
る
市
町
が
少
な
く
、
市
民
理
解

が
得
ら
れ
に
く
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

有
料
化
に
つ
い
て
は
民
意
を
調
査
し
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
提
言
す
る
。

（
５
月
29
日
〜
５
月
30
日
）

■
視 

察 

先　

群
馬
県
桐
生
市

■
視
察
目
的　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　

桐
生
市
で
は
、
民
間
路
線
バ
ス
が
平
成

８
年
に
完
全
撤
退
し
た
た
め
、
全
市
域
に

市
が
業
者
に
委
託
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
導
入
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
バ
ス
利
用

者
は
増
え
ず
、
市
の
財
政
的
負
担
が
増
え

る
一
方
な
の
で
、
17
年
に
利
便
性
を
よ
り

追
求
し
た
運
行
体
系
や
利
用
料
金
な
ど
の

見
直
し
に
取
り
組
ん
だ
。
桐
生
市
の
見
通

し
と
し
て
は
財
政
的
負
担
が
急
激
に
改
善

さ
れ
る
傾
向
は
な
く
、
今
後
の
改
善
は
非

常
に
難
し
い
。

　

三
田
市
で
の
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
事
例
を
比
較
し

な
が
ら
、
研
究
を
し
て
い
く
よ
う
に
提
言

す
る
。

■
視 

察 

先　

群
馬
県
太
田
市

■
視
察
目
的　

行
財
政
改
革
の
取
組
み

　

太
田
市
で
は
、
市
役
所
は
サ
ー
ビ
ス
産

業
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
市
民
満

足
度
の
向
上
や
目
的
成
果
に
対
す
る
達
成

度
を
重
視
し
、
行
政
改
革
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
外
郭
団
体
を
統
合
し
た
「
行

政
管
理
公
社
」
の
設
立
で
あ
る
。
こ
れ
は

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
外
郭
団
体
の
人

事
の
硬
直
化
を
な
く
す
こ
と
が
目
的
で
あ

り
、
団
体
の
職
員
を
公
社
職
員
と
し
て
登

録
。「
在
籍
出
向
」
と
い
う
形
態
で
、各
々

の
団
体
に
再
配
置
し
て
い
る
。

　

次
に
水
道
包
括
業
務
委
託
で
あ
る
が
、

取
水
か
ら
蛇
口
ま
で
の
維
持
管
理
を
一
括

し
て
民
間
委
託
し
て
お
り
、
コ
ス
ト
を
大

幅
に
カ
ッ
ト
し
て
い
る
。

　

今
後
、三
田
市
に
お
い
て
行
政
改
革
が
、

市
民
目
線
で
考
え
ら
れ
て
い
る
か
、
成
果

を
検
証
し
改
善
し
て
い
る
か
な
ど
を
議
会

と
し
て
検
証
し
て
い
く
。

（
５
月
27
日
〜
５
月
28
日
）

■
視 

察 

先　

福
岡
県
大
牟
田
市

■
視
察
目
的　

病
院
の
経
営

　

大
牟
田
市
立
総
合
病
院
は
、
赤
字
経

営
が
続
い
て
い
た
た
め
、
15
年
に
民
間

病
院
か
ら
事
務
局
長
を
招
い
た
。
３
カ

年
計
画
で
経
営
改
革
を
行
い
、
17
年
度

に
黒
字
を
達
成
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
徹
底
し
た
目
標
管
理

に
よ
る
運
用
面
の
工
夫
や
改
善
を
中
心

に
、「
バ
ラ
ン
ス
・
ス
コ
ア
・
カ
ー
ド
」

の
導
入
や
医
師
側
と
事
務
側
と
の
密
な

連
携
な
ど
を
実
施
し
た
。
今
後
は
、
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
模
索
し
て
い

る
。　

　

今
回
の
視
察
で
学
ん
だ
内
容
を
三
田

市
民
病
院
の
経
営
改
革
の
あ
り
方
に
い

か
せ
る
よ
う
提
言
し
て
い
き
た
い
。

■
視 
察 

先　

福
岡
県
北
九
州
市

■
視
察
目
的　

市
民
と
行
政
と
の
協
働

　
　
　
　
　
　

 

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

北
九
州
市
で
は
、
三
田
市
と
同
様
に
、

自
治
会
、
婦
人
会
な
ど
で
「
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
を
構
成
し
て
い
た
。
し
か

し
、
団
体
間
の
連
携
が
不
十
分
で
あ
っ

た
た
め
部
会
制
を
設
け
た
。
部
会
制
で

は
、
青
少
年
育
成
部
会
な
ど
の
団
体
が
、

そ
の
活
動
に
応
じ
協
議
会
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
改
革
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
16
年
か
ら
は
「
地
域
総
括
補

助
金
制
度
」と
し
て
、団
体
ご
と
で
な
く
、

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
に
一
括
し
て
補

助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

地
域
住
民
の
判
断
で
部
会
ご
と
の
予
算

を
編
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
課
題

に
応
じ
て
対
応
が
で
き
る
。

　

今
回
の
研
修
内
容
を
三
田
の
地
域
づ

く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
補
助

金
交
付
の
効
率
・
効
果
的
な
あ
り
方
を

提
言
す
る
上
で
、
参
考
に
し
て
い
き
た

い
。

太田市大牟田市大和市




